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(57)【要約】
　雑音および振動を減衰するのに有用なラテックス系組
成物およびその製法を開示する。その組成物は基板に塗
布し付着させることができる。その組成物はラテックス
および少なくとも１つの充填剤を含む。その組成物は、
乾燥および／または硬化中に、その組成物からの水の除
去を助けるための微小亀裂を形成する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組成物の総質量基準で約２０質量％～約４０質量％の量のラテックス、および組成物の
総質量基準で約４５質量％～約７０質量％の量の少なくとも１つの充填剤を含むラテック
ス系組成物であって、組成物はその表面にまたはその表面の上に微小亀裂を形成する、ラ
テックス系組成物。
【請求項２】
　ラテックスが約１００～約５００ｎｍ（約１０００～約５０００オングストローム）の
範囲の平均粒度を有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　微小亀裂が組成物の乾燥または硬化の際に形成される、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　ラテックスが組成物の総質量基準で約２８質量％～約３５質量％の範囲の量で存在する
、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　ラテックスが組成物の総質量基準で約３０質量％～約３４質量％の範囲の量で存在する
、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　充填剤が組成物の総質量基準で約０．８質量％～約２．５質量％の量の少なくとも１つ
の粘土充填剤を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
　粘土充填剤がアタパルジャイト粘土からなる、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　組成物がさらに組成物の総質量基準で約０．１質量％～約１質量％の量の分散剤を含む
、請求項６に記載の組成物。
【請求項９】
　組成物がさらに組成物の総質量基準で少なくとも約０．１５質量％の量の界面活性剤を
含む、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　ラテックスが、アクリル共重合体、ビニルアクリル樹脂、およびそれらの組み合わせか
らなる群から選ばれた物質を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
　ラテックスが約０℃～約５０℃の範囲のガラス転移温度を有する、請求項１０に記載の
組成物。
【請求項１２】
　微小亀裂が乾燥または硬化の際に水を放出するの助ける、請求項１に記載の組成物。
【請求項１３】
　組成物の総質量基準で約２０質量％～約４０質量％の量の平均粒度が約１００～約５０
０ｎｍ（約１０００～約５０００オングストローム）のラテックス、および組成物の総質
量基準で約４５質量％～約７０質量％の量の少なくとも１つの充填剤を含むラテックス系
組成物であって、組成物は乾燥または硬化の際にその表面にまたはその表面の上に微小亀
裂を形成する、ラテックス系組成物。
【請求項１４】
　ラテックスが組成物の総質量基準で約２８質量％～約３５質量％の範囲の量で存在する
、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　ラテックスが組成物の総質量基準で約３０質量％～約３４質量％の範囲の量で存在する
、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１６】
　充填剤が組成物の総質量基準で約０．８質量％～約２．５質量％の量の少なくとも１つ
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の粘土充填剤を含む、請求項１３に記載の組成物。
【請求項１７】
　粘土充填剤がアタパルジャイト粘土からなる、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　組成物がさらに組成物の総質量基準で約０．１質量％～約１質量％の量の分散剤を含む
、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１９】
　組成物がさらに組成物の総質量基準で少なくとも約０．１５質量％の量の界面活性剤を
含む、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２０】
　ラテックスが、アクリル共重合体、ビニルアクリル樹脂、およびそれらの組み合わせか
らなる群から選ばれた物質を含む、請求項１３に記載の組成物。
【請求項２１】
　ラテックスが約０℃～約５０℃の範囲のガラス転移温度を有する、請求項２０に記載の
組成物。
【請求項２２】
　微小亀裂が乾燥または硬化の際に水を放出するのを助ける、請求項１３に記載の組成物
。
【請求項２３】
　約２０質量％～約４０質量％の量の平均粒度が約１００～５００ｎｍ（約１０００～５
０００オングストローム）のラテックスを用意すること、
　約４５質量％～約７０質量％の量の少なくとも１つの充填剤を用意すること、および
　ラテックスと少なくとも１つの充填剤を混ぜ合わせること
を含む、ラテックス系組成物を形成する方法。
【請求項２４】
　方法がさらに組成物を乾燥または硬化することを含み、微小亀裂が組成物の表面の上に
またはその表面に形成される、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　充填剤が組成物の総質量基準で約０．８質量％～約２．５質量％の量の少なくとも１つ
の粘土充填剤を含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２６】
　方法がさらに組成物の総質量基準で約０．１質量％～約１質量％の量の分散剤を用意す
ることを含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　方法がさらに組成物の総質量基準で少なくとも約０．１５質量％の量の界面活性剤を用
意することを含む、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　ラテックスが、アクリル共重合体、ビニルアクリル樹脂、およびそれらの組み合わせか
らなる群から選ばれた物質を含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２９】
　ラテックスが約０℃～約５０℃の範囲のガラス転移温度を有する、請求項２８に記載の
方法。
【請求項３０】
　微小亀裂が乾燥または硬化の際に水を放出するのを助ける、請求項２４に記載の方法。
【請求項３１】
　ラテックス系組成物を形成するためにラテックスと少なくとも１つの充填剤を混合する
こと、
　組成物を基板に塗布すること、および
　組成物を硬化すること
を含むダンパーを形成する方法であって、
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組成物がその中にまたはその上に組成物から水を放出するのを助けるための多くの微小亀
裂を形成する、
ダンパーを形成する方法。
【請求項３２】
　ラテックスが、組成物の総質量基準で約２０質量％～約４０質量％の量で存在し、そし
て約１００～５００ｎｍ（約１０００～５０００オングストローム）の平均粒度を有する
、請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
　少なくとも１つの充填剤が組成物の総質量基準で約４５質量％～約７０質量％の量で存
在する、請求項３１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基板に雑音と振動を減衰させる性質を付与するのに有用な水系組成物に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　多くの装置や機械は運転中に雑音と振動を発生させる。さらに、車両は運転中に雑音と
振動を発生させる。そのような雑音と振動は、これらの機械や装置を使用したりそれらに
接する人の気を散らしたりいらいらさせる場合がある。このことは、特に、自動車に関し
て問題である。自動車においては、客室に入って来る雑音と振動を減衰させるために、典
型的には、アスファルト系パッドが床板に敷かれる。問題は、床板が、一致させるのが難
しい多数の窪みや形を有する傾向があるということである。しばしば、車両の床板領域を
処理するために、個々のそして様々な形のアスファルト振動減衰パッド（通常「マスチッ
ク・パッド」と呼ばれる。）が、思慮深い領域に手で配置される。別々の形の部品の手に
よる施工は、車両組立工程において費用のかかる作業であり、施工と反復性と信頼性はし
ばしば規格外である。
【０００３】
　さらに、自動車の下部車体は、運転中に瓦礫にさらされる。この瓦礫は下部車体基板上
の塗装を剥がす場合がある。
【０００４】
　基板の形に一致することができるような方法で塗布することができる組成物があれば望
ましい。いくつかの特許は、この用途のための固形分がエポキシ樹脂１００％の噴霧する
ことができる組成物の使用を開示している。たとえば、国際公開第９９／１６８４０号パ
ンフレットを参照ください。開示された組成物はよく機能するが、使用するのに非常に費
用がかかる。また、耐衝撃性の助けとなる組成物を提供することが望ましい。
【０００５】
　他の特許は、ある程度架橋されたラテックス組成物を開示している。架橋剤または予備
架橋ポリマーは比較的よい焼付特性（bake characteristics）（焼付特性および焼付性（
bakeability）とは一般に組成物から水を除去する能力をいう。）に帰着するが、相対的
により貧弱な振動減衰特性およびより低い機械的性質に帰着する。
【０００６】
　別のラテックス組成物がレ・スタージ（LeStarge）の米国特許第６８７２７６１号明細
書に開示されている。この組成物は少なくとも２種類のラテックスを含み、一方はガラス
転移温度Ｔｇ＞０で、他方はＴｇ＜０である。
【０００７】
　焼付性を改善する他の方法も知られている。これらの方法は、たとえばポリマーを速く
架橋することによって、材料自体を制御することを含む。別の手法はフィルムの表面をあ
らかじめ架橋することであった。最後に、より低い含量のラテックスがその処方において
使用され得る。これらの方法の各々は、良好な焼付性を生じるが、一般により低い減衰能
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を生じる。
【０００８】
　変わった形や表面にも適合し、良好な減衰特性を提供することができ、好ましくはシー
ラー塗布デッキの上の車両構造に噴霧または液流（stream）塗布することができる、揮発
性有機物含量（ＶＯＣ）がゼロに近い組成物を提供することがさらに望ましい。典型的に
は、上記の要求を達成するために、物質は、噴霧または液流塗布用に粘度を減少させるた
めに溶剤に溶解したものであることが要求されるか、またはホットメルト塗布される。シ
ーラーデッキ上の塗布は、塗料硬化オーブンの利益を利用し、それによって材料の適合を
最大限にし、かつ薄膜形成を達成するために融合または硬化を生じるために、要求される
。一般に、水を含む組成物は、水が硬化工程中に蒸発し、空孔、ひび割れまたは基板への
接着の損失を生じるので、シーラーまたは塗料のデッキ塗布には適用できない。シーラー
デッキ塗布において水系の乳剤に適応するために、通常、薄膜形成により空孔やひび割れ
を形成せずに徐々に水蒸気を逃がすために長い時間をかけて低い熱を適用しなければなら
ない。ＶＯＣが低く、水系であり、自動車オーブンにおいて乾燥することができ、噴霧塗
布、液流塗布または渦巻（swirl）塗布等ができ、かつ優れた減衰特性を与える組成物を
提供することが望ましい。
【０００９】
　さらに、流通している組成物は、典型的には、車両中の水平な表面（たとえば、フロア
パン。ただしそれに限定されるものではない。）に塗布される。限定するものではないが
、ドアパネルやボディパネルのような垂直な表面にもより容易に塗布することができる組
成物を提供することが望ましい。室温で硬化することができる、または熱により硬化する
ことができる組成物を提供することがさらに望ましい。より高い密度、より高い固形分、
より良好な機械的性質および金属および塗装された基板へのより良好な付着性を有する組
成物があればさらに望ましい。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、雑音や振動を減衰させるのに有用な組成物であって、基板に塗布することが
でき、基板に付着し得る組成物に関する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の第一の実施態様に従って、ラテックス系組成物であって、該組成物は、（１）
組成物の総質量基準で約２０質量％～約４０質量％の量のラテックス、および（２）組成
物の総質量基準で約４５質量％～約７０質量％の量の少なくとも１つの充填剤を含み、該
組成物はその表面にまたはその表面の上に微小亀裂（microcracks）を形成する、ラテッ
クス系組成物が提供される。
【００１２】
　本発明の第一の代替の実施態様に従って、ラテックス系組成物であって、該組成物は、
（１）組成物の総質量基準で約２０質量％～約４０質量％の量の、約１００～５００ｎｍ
（約１０００～約５０００オングストローム）の範囲の平均粒度を有するラテックス、お
よび（２）組成物の総質量基準で約４５質量％～約７０質量％の量の少なくとも１つの充
填剤を含み、該組成物は、乾燥または硬化の際に、その表面にまたはその表面の上に微小
亀裂を形成する、ラテックス系組成物が提供される。
【００１３】
　本発明の第二の代替の実施態様に従って、（１）約２０質量％～約４０質量％の量の、
平均粒度が約１００～５００ｎｍ（約１０００～５０００オングストローム）のラテック
スを用意すること、（２）約４５質量％～約７０質量％の量の少なくとも１つの充填剤を
用意すること、および（３）該ラテックスと該少なくとも１つの充填剤を混合することを
含む、ラテックス系組成物を形成する方法が提供される。
【００１４】
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　本発明の第三の代替の実施態様に従って、（１）ラテックス系組成物を形成するために
ラテックスおよび少なくとも１つの充填剤を混合すること、（２）該組成物を基板に塗布
すること、および（３）該組成物を硬化することを含むダンパーを形成する方法であって
、該組成物はその中またはその上に該組成物から水を放出するのを助けるための多くの微
小亀裂を形成する、ダンパーを形成する方法が提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　本発明の組成物の成分および／または副成分（subcomponents）のここに開示された質
量％は、組成物の総質量基準であると認識すべきである。
【００１６】
　本発明の組成物は、水の中にポリマー基剤を含む、乳剤系組成物を含む。該組成物はま
た１つ以上の充填剤を含んでもよい。さらに、該組成物は界面活性剤および他の添加物を
含んでもよい。
【００１７】
　好ましい実施態様においては、該組成物は、制御された粒度分布を有する陰イオンで安
定化した特定のラテックスからなる。好ましい平均粒度範囲は、約１００～約５００ｎｍ
（約１０００～約５０００オングストローム）である。より好ましくは、平均粒度は約２
２５～約４５０ｎｍ（約２２５０～約４５００オングストローム）の範囲にある。好まし
くは、ラテックスは、ガラス転移温度（Ｔｇ）が約０℃～約５０℃の範囲にある。さらに
、該組成物は、好ましくは、たとえば約１．４～約１．８の、比較的高い比重を有する。
【００１８】
　本発明によれば、該組成物は全固形分が最低約８０質量％であることが好ましい。全固
形分とはＮＶＭすなわち不揮発性物質をいう。
【００１９】
　該組成物は好ましくは有機ラテックスを含む。本発明の実施において２種類以上のラテ
ックスを使用してもよいことを認識すべきである。限定するものではないが、具体例とし
ては、本発明の組成物において使用されるラテックスは、好ましくはアクリル共重合体ま
たはビニルアクリル樹脂（vinyl acrylic）を主成分とするものである。さらに、ラテッ
クスはスチレンアクリル酸エステルまたはスチレンブタジエンを主成分とするものであっ
てもよい。アクリル共重合体またはビニルアクリル樹脂ラテックス組成物が、本発明の組
成物において使用されたときに、より良好な減衰特性を提供することが見いだされた。本
発明の実施のいかなる特定の理論にも束縛されるものではないが、これらの組成物は、他
のラテックス組成物よりも低い架橋のために、よりよく振動することができると信じられ
ている。本発明の組成物は、通常、なお良好な焼付性を許す間は、組成物中のより多くの
ラテックス含有量を考慮に入れる。組成物中のより大きなラテックス含有量は増加した減
衰性能を付与すると信じられている。使用される湿ったラテックスの量は、使用されるラ
テックスの種類に応じて変わるかもしれないことを認識すべきであろう。たとえば、使用
されるラテックスがダウ・ケミカル社（The Dow Chemical Company）のＵＣＡＲ３６７（
アクリル酸ビニル系）であるときは、３５質量％のラテックスが処方において使用される
。このラテックスは、ＮＶＭが約５５質量％であり、最終組成物において１８．７質量％
ラテックス固形分を与える。このラテックスを使用して、最終組成物中の質量％ラテック
ス固形分（ＮＶＭ）は、約１５質量％～約２０質量％の範囲にあることが好ましく、最も
好ましい範囲は約１８～約１９質量％である。
【００２０】
　別の例では、使用されるラテックスがダウ・ライヒホールド・スペシャルティ・ラテッ
クス社（Dow Reichold Specialty Latex）製ＸＵ３１５６７（スチレンブタジエン系ラテ
ックス）であるときは、３５質量％ラテックスがその処方に使用される。このラテックス
はＮＶＭが約４５質量％であり、および最終組成物ではラテックス固形物（ＮＶＭ）が約
１５．７５質量％になる。このラテックスを使用するときは、質量％ラテックス固形物は
約１４質量％～約１６質量％の範囲にあることが好ましく、最も好ましい範囲は約１５質



(7) JP 2008-530348 A 2008.8.7

10

20

30

40

50

量％～約１６質量％である。
【００２１】
　ラテックス成分（すなわち液体および固体の副成分の両方）は、好ましくは、組成物の
総質量基準で、少なくとも２０質量％の量で存在する。本発明の別の態様に従えば、ラテ
ックス成分（すなわち液体および固体の副成分の両方）は、より好ましくは、組成物の総
質量基準で、少なくとも２８質量％の量で存在する。本発明のさらに別の態様に従えば、
ラテックス成分（すなわち液体および固体の副成分の両方）は、最も好ましくは、組成物
の総質量基準で、少なくとも３０質量％の量で存在する。
【００２２】
　ラテックス成分（すなわち液体および固体の副成分の両方）は、好ましくは、組成物の
総質量基準で、約２０～約４０質量％の量で存在する。本発明の別の態様に従えば、ラテ
ックス成分（すなわち液体および固体の副成分の両方）は、より好ましくは、組成物の総
質量基準で、約２８～約３５質量％の量で存在する。本発明のさらに別の態様に従えば、
ラテックス成分（すなわち液体および固体の副成分の両方）は、最も好ましくは、組成物
の総質量基準で、約３０～約３４質量％の量で存在する。
【００２３】
　乳剤中の充填剤の存在は、組成物の減衰性能、物理的性質、および／または乳剤のレオ
ロジーを増強するかもしれない。組成物が噴霧塗布、液流塗布または渦巻塗布できるよう
に、かつ減衰特性を増強するために、充填剤は好ましくは低吸油量充填剤である。低吸油
量充填剤は、好ましくは１００グラム当り１５グラム未満の吸油量を示す。提示された吸
油量範囲が好ましいが、好ましい範囲外の吸油量を有する充填剤を本発明の範囲内で使用
することができることが認識されるであろう。
【００２４】
　充填剤は、また、好ましくは、良好な減衰特性を付与する。充填剤の含量は、組成物が
所望の塗布方法（たとえば、噴霧塗布法、液流塗布法または渦巻塗布法。ただし、これら
に限定されない。）によって塗布することができなくなるような水準まで組成物の粘度が
上げるのを避けるように選択されるべきである。通常、低表面積充填剤は、より低い吸油
量を与える。好ましくは、低表面積または低吸油量充填剤としては、限定するものではな
いが、炭酸カルシウムマグネシウムおよび炭酸カルシウムのような、炭酸アルカリ土類金
属、炭酸アルカリ金属が挙げられる。他の充填剤としては、雲母、長石、苦灰岩、硫酸バ
リウム、粘土、ガラス、これらまたは消振ダンパ塗装組成物において既知の他の充填剤の
いくつかの混合物を挙げることができる。充填剤の好ましい範囲は組成物の総質量基準で
約４５質量％～約７０質量％であり、最も好ましい範囲は組成物の総質量基準で約５５質
量％～約６５質量％である。比較的剪断に安定な組成物を有することが望ましい。これに
より、組成物により多くの充填剤を入れることができるようになる。組成物が安定でなけ
れば、組成物はゲル化する傾向がある。このゲル化は、基板上への組成物の塗布を妨害す
る。
【００２５】
　充填剤は、レオロジーが向上するように選ぶことができる。たとえば、粘土または粘土
系充填剤の使用はラテックスのレオロジーを向上することが見いだされた。粘土充填剤は
、組成物の総質量基準で、約１．５質量％～約２．５質量％の量で存在することが好まし
い。さらに好ましくは、粘土充填剤は、組成物の総質量基準で、約１．８質量％～約２．
２質量％の量で存在する。
【００２６】
　そのような粘土充填剤の具体例は、エンゲルハード社（Engelhard Corp.）（ニュージ
ャージー州アイセリン）から商業的に容易に入手可能なＡＴＴＡＧＥＬ４０である。ＡＴ
ＴＡＧＥＬ４０は、ラテックスのような高品質水性系に、優れた増粘およびチキソトロピ
ー性能を付与する比較的細かく粉砕されたアタパルジャイト粘土である。限定するもので
はないが、ＡＴＴＡＧＥＬ３０、ＡＴＴＡＧＥＬ５０などのような、他の種類のＡＴＴＡ
ＧＥＬ銘柄粘土製品を本発明の実施に使用することができることを認識すべきである。
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【００２７】
　本発明の実施に使用することができる別の種類の充填剤は、ＥＸＰＡＮＣＥＬの商品名
で売られており、それはアクゾ・ノベル社（Akzo Nobel）（オランダ国アルンヘム）から
商業的に容易に入手できる。ＥＸＰＡＮＣＥＬ小球体は小さな球状のプラスチック粒子で
ある。その小球体は、気体を閉じ込めたポリマーの殻からなる。殻の内部の気体が加熱さ
れたとき、それはその圧力を増し、熱可塑性の殻は軟化し、小球体の体積の著しい増加を
生じる。もしＥＸＰＡＮＣＥＬ充填剤が本発明の組成物に使用されるならば、良好な焼付
性を維持するために必要とされるＡＴＴＡＧＥＬ４０充填剤濃度の必要条件は、恐らく５
０％も減少するであろう。すなわち、たとえば、ＡＴＴＡＧＥＬ４０粘土充填剤の質量％
は、半分に減少させることができ、たとえば、組成物の総質量基準で約０．５～約１質量
％のＥＸＰＡＮＣＥＬと共に用いる場合、組成物の総質量基準で約０．８～約１．２質量
％にすることができる。
【００２８】
　組成物に種々の特徴を付与するために、他の添加物を添加してもよい。限定するもので
はないが、具体例としては、顔料、殺菌剤、消泡剤などが、本発明において使用すること
ができる。好ましい配合では、顔料は、好ましくは、組成物の総質量基準で、約０．１質
量％～約１質量％の範囲で存在する。顔料は、最も好ましくは、組成物の総質量基準で、
約０．１質量％～約０．２質量％の量である。
【００２９】
　好ましい配合では、殺菌剤は、好ましくは、組成物の総質量基準で、約０．１質量％～
約１質量％の範囲で存在する。殺菌剤は、最も好ましくは、組成物の総質量基準で、約０
．１質量％～約０．２質量％の量である。
【００３０】
　消泡剤は、好ましくは、組成物の総質量基準で、約０．０１質量％～約１質量％の範囲
で存在する。消泡剤は、最も好ましくは、約０．０３質量％～約０．２質量％の量である
。
【００３１】
　分散剤もまた、組成物に好ましく使用される。分散剤は、好ましくは、乳剤を安定化さ
せるために使用される陰イオン物質である。好ましくは、分散剤は、組成物の総質量基準
で、約０．１質量％～約１質量％の量で存在する。より好ましくは、分散剤は、組成物の
総質量基準で、約０．１質量％～約０．５質量％の量で存在する。いかなる適当な分散剤
も使用することができることが認識されるであろう。
【００３２】
　好ましくは、本発明の組成物は、組成物のレオロジーおよび焼付性を改善する界面活性
剤、溶剤または可塑剤をさらに含む。焼付性という用語がここで使用されるときは、焼付
性とは、乾燥後の組成物の被膜および減衰能を破壊せずに、高温で乾燥することができる
組成物の性能を包含するものとする。組成物の効能は、過度の深割れ、気泡または空孔の
形成、トンネル発生（たとえば組成物中の空気トンネルの形成）または基板からの組成物
層の剥離によって、低下し得る。
【００３３】
　限定するものではないが、陰イオンおよび非イオン界面活性剤のような、いかなる界面
活性剤も使用することができる。界面活性剤の好ましい種類としては、アルキルフェノキ
シアルカノール、アルキルフェノキシアルコキシ化アルカノールまたはリグノ硫酸塩（li
gnosulfates）が挙げられる。界面活性剤のより好ましい種類としては、アルキルフェノ
キシアルカノール、およびアルキルフェノキシアルコキシ化アルカノールが挙げられる。
好ましい界面活性剤としては、限定するものではないが、Ｉｇｅｐａｌ　Ｃｏ　５３０分
枝エチルオキシ化ノニルフェノール、ローヌ・プーラン社（Rhone Poulenc）製Ｃｏ　６
３０ノニルフェノキシポリ（エチレンオキシ）エタノール、ＴＲＩＴＯＮＴＭＸ４５オク
チルフェノキシエタノール界面活性剤およびダウ・ケミカル社から入手可能なＴＲＩＴＯ
ＮＴＭＣＦ１０改質アルキルアリールエーテル（ユニオン・カーバイド（Union Carbide
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８０リグノ硫酸ナトリウムのような陰イオン界面活性剤が挙げられる。より好ましい界面
活性剤はＴＲＩＴＯＮＴＭＸ４５界面活性剤である。乳剤の塗布を向上させるために、す
なわち、組成物はあまり粘稠ではなく、そして組成物の乾燥または焼付性を向上させるた
めに、十分な量の界面活性剤が使用される。好ましくは、乳剤中の界面活性剤の量は、組
成物の総質量基準で、約０．１５質量％以上である。
【００３４】
　本発明の組成物は、従来のいかなる手法も用いて塗布してもよい。好ましくは、本発明
の組成物は多流塗布（multi-stream application）（「ＭＳＡ」）によって塗布される。
組成物の粘度は所望の塗布手法に適合するように調節することができる。
【００３５】
　本発明によれば、ラテックスは減衰特性を増加させることも見出された。本発明の実施
のいかなる特定の理論に縛られることなく、これらの特性は、少なくとも平均粒度、化学
品の種類と濃度、皮膜配合、温度およびレオロジーを制御した結果であると考えられる。
ここに提供される組成物は、硬化中に形成される多くの微小亀裂または微小空孔（microv
oids）を含む。「微小亀裂」と「微小空孔」という用語は、硬化工程中に水が逃げること
を可能にする小さな開口を有する領域を指すのに用いられ、全体を通して同義的に用いら
れるかもしれない。これらの微小亀裂は、硬化工程中に水が逃げるための領域を提供する
ことによって、焼付性を助ける。微小亀裂は組成物の効率を落とさないように十分に小さ
い。これらの微小亀裂は、肉眼で見えてもよいし、見えなくてもよい。図１は、本発明の
微小亀裂または微小空孔を示す顕微鏡写真である（特に黒い曲線を参照）。
【実施例】
【００３６】
　以下に述べるように、本発明による乳剤の４つの特定の実施例、すなわち実施例Ｉ～Ｉ
Ｖが調製された。次の実施例は、説明の目的だけのために提供され、特許請求の範囲を限
定するものではない。別段の言及がない限り、部と％はすべて質量基準である。
【００３７】
【表１】

【００３８】
　配合物の比重は１．７である。配合物の全固形物含量は、組成物の総質量基準で、８４
質量％である。
【００３９】
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【表２】

【００４０】
　配合物の比重は１．５である。配合物の全固形物含量は、組成物の総質量基準で、８３
質量％である。
【００４１】

【表３】

【００４２】
　配合物の比重は１．５である。配合物の全固形物含量は、組成物の総質量基準で、８０
質量％である。
【００４３】
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【表４】

【００４４】
　配合物の比重は１．７である。配合物の全固形物含量は、組成物の総質量基準で、８２
質量％である。
【００４５】
　実施例Ｉ～ＩＶの各々において、用意されたラテックスは、述べられた銘柄名でダウ・
ケミカル社から入手できる。ダウＵＣＡＲ３０１は、アクリル酸ビニルを主成分としてお
り、耐摩耗性と、自動車用途に必要な温度範囲において振動減衰の助けとなる高いガラス
転移温度、および約２５℃～約４０℃のピーク減衰温度（peak damping temperature）を
有する。そのラテックス自体は、公称固形分が組成物の総質量基準で約６２質量％であり
、公称粒径が約０．４μｍである。陰イオン分散剤の添加は、高い充填剤含量における良
好な粘度安定性を考慮に入れたものである。
【００４６】
　ダウＵＣＡＲ３６７は酢酸ビニル－アクリル共重合体樹脂を主成分としている。このラ
テックスもまた耐摩耗性と高いガラス転移温度を付与する。
【００４７】
　使用することができる別のラテックスは、ダウ・ライヒホールド・スペシャルティ・ラ
テックス社製ＸＵ３１５６７である。この化合物はスチレンブタジエン樹脂を主成分とし
ている。そのようなラテックスは上述したラテックス樹脂ほど高い減衰を有しないかもし
れないが、陰イオンに荷電された適切な粒度分布を持つこのラテックスは、良好な焼付特
性および機械的性質を付与する。
【００４８】
　本発明の組成物は、いかなる適当な方法でも調製することができる。本発明の組成物の
種々の成分を混ぜ合わせるための方法の実例を以下に示す。
【００４９】
　用いる装置は、耐久電気撹拌機、２インチの羽根および０．９４６ｄｍ３（１クォート
）の容器（たとえば１０００ｇの製品用）を含む。その操作は、５００～７００ｒｐｍに
制御された混合速度を含む。次の物質を最初に容器に加えた。３２２ｇのＵＣＡＲラテッ
クス３６７、４３ｇの水、２ｇの分散剤（たとえばＴＡＭＯＬ８５０）、２ｇのＴＲＩＴ
ＯＮ　Ｘ－４５、１ｇのＭＯＮＡＲＣＨ１２０、１．５ｇのＫＡＴＨＯＮ　ＬＸ１．５お
よび２１ｇのＡＴＴＡＧＥＬ４０。その後、この混合物を３～４分間混合した。その後、
４０ｇのＣＵＳＴＥＲＭＩＣＡ　Ａ３２５、５６７ｇのＤＯＬＯＣＲＯＮ４５１２および
１ｇのＳＵＲＦＹＮＯＬ　ＤＦ２１０を加え、その後３～４分間混合した。その後、得ら
れた組成物を容器から抜き出した。
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【００５０】
　本発明の組成物は、当業者に知られている従来のいかなる方法も用いて基板に塗布して
もよい。そのような従来の方法としては、流延（casting）、押出、噴霧塗布および渦巻
塗布が挙げられる。渦巻塗布とは、基板上に円形の模様が描かれるように、塗布ノズルが
円運動で渦を巻きながら、物質の小さな径の粒を押し出すことを意味する。正確に行われ
たとき、渦巻模様は、大きい空所なしに、意図した塗布領域を完全に覆う。好ましくは、
組成物はＭＳＡまたは渦巻塗布を用いて塗布される。すなわち、ＭＳＡ塗布では、いくつ
かの穴を有する棒を用い、組成物は穴を通って押し出され、基板上に塗布される。
【００５１】
　組成物は、好ましくは、それが基板上へ塗布された後、あまり容易に再流動しないよう
に、十分な（すなわち、高い）降伏強さを示す。塗布された組成物があまり容易に再流動
すれば、それは微小亀裂の形成を妨げるであろう。
【００５２】
　好ましい実施態様においては、基板に組成物を塗布した後、組成物を塗布された基板は
、組成物が乾燥するような条件にさらされる。好ましくは、これは、水が組成物から追い
出される温度に、組成物を塗布された基板を加熱することによって達成される。乾燥およ
び／または硬化中に、下記するように、組成物は微小亀裂を形成する。
【００５３】
　ＭＳＡ塗布された組成物の皮膜が普通の塗装場の焼付条件に遭遇した後、ＭＳＡ塗布さ
れた組成物の皮膜の中に微小亀裂が現われる。パネルを作り上げる個々の液流は、表面の
上にそのまま残り、それ自体の上にほとんど再流動しない。小さな微小亀裂は焼付後に現
れ、水蒸気放出用の通路の役割をし、組成物の一様な連続した乾燥したパッチを生じる。
これらの微小亀裂は、大きさはまちまちであり、個々の組成物の液流に垂直に位置してい
てもよいし、液流の底の物質の界面に沿って位置していてもよい。これらの微小亀裂は、
伝播してパネルの全長にわたって見られるような大きいひび割れを生じることはない。こ
れらの小さな微小亀裂の形成は、典型的には、組成物が高度のレオロジーを示すときに見
られ、（物質の滑らかな、描かれまたは噴霧されたパッチに比較して）増加した表面積を
有する物質の輪郭を描かれた液流を生じる。
【００５４】
　最もよい結果を得る観点からは、低い温度の方が好ましい。乾燥時間が問題でない実施
態様においては、約９０℃までの周囲温度、好ましくは約６０℃までの周囲温度が用いら
れる。限定するものではないが、基板が自動車であるような、ある環境においては、組成
物を乾燥するために高温の環境を用いることが必要である。好ましくは、組成物を塗布し
た基板は、約１００℃以上の温度で加熱することができ、より好ましくは約１２０℃以上
、さらに好ましくは１３０℃以上、最も好ましくは約１４０℃以上の温度で加熱すること
ができる。組成物を塗布した基板は、好ましくは約２００℃以下の温度に、より好ましく
は約１８０℃以下の温度に、最も好ましくは約１７０℃以下の温度に加熱することによっ
て焼付けまたは乾燥することができる。
【００５５】
　基板は雑音振動およびハーシュネスの減衰が望まれるいかなる構造であってもよい。そ
れは、限定するものではないが、工業用機械、洗浄機、自動車の部品などのような、機械
または装置の外板（shell）であってもよい。好ましい実施態様においては、基板は、限
定するものではないが、トランク室（trunk well）、脚室（wheel well）、ロッカーパネ
ル、ファイアウォール、床板またはアンダーボディのような、自動車の部分である。車両
の垂直面も、組成物で被覆することができる。したがって、基板としては、雑音および振
動を減衰することが望ましいドアパネル、ボディパネルおよび他の垂直面のような垂直面
も挙げることができる。基板が自動車である実施態様においては、組成物は、好ましくは
、自動車組立ラインの既存の下塗り塗料または塗料オーブンにおいて乾燥または焼付けさ
れる。自動車組立ラインは、一般に自動車組立ラインに２台または３台のオーブンを有す
る。シーラーをゲル化するように設計されたオーブンを有する自動車ラインもある。自動
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車ラインはすべて、下塗り被膜、塗料被膜および透明被膜を硬化するためのオーブンを有
する。組成物は、そのようなオーブンの中で十分に乾燥することができる。組成物は剥離
および泡なしで乾燥する必要がある。組成物は、基板に付着し、優れた減衰特性を付与す
る。
【００５６】
　振動減衰特性はＯｂｅｒｓｔ試験方法（ＳＡＥ　Ｊ１６３７）によって検査される。結
果を図２および図３に示す。各図に、合成損失係数を温度に対して図示する。
【００５７】
　実施例は、多流塗布（ＭＳＡ）によって基板に塗布された。試料は１４０℃で３０分間
乾燥した。
【００５８】
　本発明による組成物は、室温または２００℃までの高温で乾燥または硬化することがで
き、広範囲の開放時間、および微小亀裂または微小空孔の形成を示す、約０．５ｍｍ～約
６ｍｍの、気泡のない密着した（consistent）被膜が得られる。図２および図３に示され
るように、被覆された基板は、改善された雑音および振動特性を示す。より明確には、図
２および図３は、２つの異なる膜厚（すなわち面密度）（一方は２．４４ｋｇ／ｍ２（０
．５ポンド／フィート２）であり、他方は４．８８ｋｇ／ｍ２（１．０ポンド／フィート
２））の合成損失係数対温度特性を描写している。特に、図２は面密度の異なる実施例Ｉ
の組成物に関し、図３は面密度の異なる実施例ＩＶの組成物に関する。本発明の実施の特
別の理論で縛られることなく、配合物中のラテックスの量を増やせば、雑音および振動特
性が増強される（すなわち雑音および振動の伝達が低減される）と考えられている。これ
は、少なくともある程度、そうなるはずであると考えられ、より多くのポリマーは、曲が
りかつ変形することができ、それによって振動を減衰する。優れた焼付性は、少なくとも
ある程度、組成物中の高いＡＴＴＡＧＥＬ（たとえばアタパルジャイト粘土）含量による
と考えられ、それによって組成物は塗布後に剛さの増加を示し、多流塗布された組成物の
それ自体の上への再流動を抑制する。この明らかに再流動が無いことが、水を逃げさせる
のを助ける微小亀裂の形成を容易にする。これらの微小亀裂は、組成物の減衰特性には影
響しない。さらに、より厚い皮膜もまた、増強された雑音および振動特性の向上をもたら
すであろうと考えられている。
【００５９】
　このように、本発明による化合物は、約０．５～約６ｍｍの膜厚で塗布することができ
る。その化合物は、ある程度本発明の組成物の優れた焼付性により、泡やひび割れを形成
することなしに、外界温度でまたは加熱下に乾燥することができる。その化合物はまた、
良好な振動減衰特性および耐摩耗性を有している。そのような化合物は、金属基板の雑音
および振動特性を低減させる被膜として有益である。
【００６０】
　本発明は実例をあげて記述してきたが、用いられた用語は、限定的に解釈されるべきで
はなく、説明することを意図したものであると理解すべきである。上記の教示を考慮して
、多くの変更および変形が可能である。したがって、本発明は、添付された特許請求の範
囲の範囲内で、特に記述した態様とは別の態様で、実施することができると理解すべきで
ある。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】微小亀裂を示す顕微鏡写真である。
【００６２】
【図２】試験結果を示すグラフである。
【００６３】
【図３】追加の試験結果を示すグラフである。
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【手続補正書】
【提出日】平成19年10月18日(2007.10.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組成物の総質量基準で２０質量％～４０質量％の量のラテックス、および組成物の総質
量基準で４５質量％～７０質量％の量の少なくとも１つの充填剤を含むラテックス系組成
物であって、組成物はその表面にまたはその表面の上に幅が１ｍｍ未満の微小亀裂を形成
する、ラテックス系組成物。
【請求項２】
　ラテックスが１００～５００ｎｍの範囲の平均粒度を有する、請求項１に記載の組成物
。
【請求項３】
　微小亀裂が組成物の乾燥または硬化の際に形成される、請求項１または２に記載の組成
物。
【請求項４】
　ラテックスが組成物の総質量基準で２８質量％～３５質量％の範囲の量で存在する、請
求項１～３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
　ラテックスが組成物の総質量基準で３０質量％～３４質量％の範囲の量で存在する、請
求項１～３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項６】
　充填剤が組成物の総質量基準で０．８質量％～２．５質量％の量の少なくとも１つの粘
土充填剤を含む、請求項１～５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項７】
　粘土充填剤がアタパルジャイト粘土からなる、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
　組成物がさらに組成物の総質量基準で０．１質量％～１質量％の量の分散剤を含む、請
求項６に記載の組成物。
【請求項９】
　組成物がさらに組成物の総質量基準で少なくとも０．１５質量％の量の界面活性剤を含
む、請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　ラテックスが、アクリル共重合体、ビニルアクリル樹脂、およびそれらの組み合わせか
らなる群から選ばれた物質を含む、請求項１～９のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１１】
　ラテックスが０℃～５０℃の範囲のガラス転移温度を有する、請求項１０に記載の組成
物。
【請求項１２】
　微小亀裂が乾燥または硬化の際に水を放出するのを助ける、請求項１～１１のいずれか
１項に記載の組成物。
【請求項１３】
　組成物の総質量基準で２０質量％～４０質量％の量の平均粒度が１００～５００ｎｍの
ラテックス、および組成物の総質量基準で４５質量％～７０質量％の量の少なくとも１つ
の充填剤を含むラテックス系組成物であって、組成物は乾燥または硬化の際にその表面に
またはその表面の上に幅が１ｍｍ未満の微小亀裂を形成する、ラテックス系組成物。
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【請求項１４】
　ラテックスが組成物の総質量基準で２８質量％～３５質量％の範囲の量で存在する、請
求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　ラテックスが組成物の総質量基準で３０質量％～３４質量％の範囲の量で存在する、請
求項１３に記載の組成物。
【請求項１６】
　充填剤が組成物の総質量基準で０．８質量％～２．５質量％の量の少なくとも１つの粘
土充填剤を含む、請求項１３～１５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１７】
　粘土充填剤がアタパルジャイト粘土からなる、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１８】
　組成物がさらに組成物の総質量基準で０．１質量％～１質量％の量の分散剤を含む、請
求項１６に記載の組成物。
【請求項１９】
　組成物がさらに組成物の総質量基準で少なくとも０．１５質量％の量の界面活性剤を含
む、請求項１８に記載の組成物。
【請求項２０】
　ラテックスが、アクリル共重合体、ビニルアクリル樹脂、およびそれらの組み合わせか
らなる群から選ばれた物質を含む、請求項１３～１９のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項２１】
　ラテックスが０℃～５０℃の範囲のガラス転移温度を有する、請求項２０に記載の組成
物。
【請求項２２】
　微小亀裂が乾燥または硬化の際に水を放出するのを助ける、請求項１３～２１のいずれ
か１項に記載の組成物。
【請求項２３】
　２０質量％～４０質量％の量の平均粒度が１００～５００ｎｍのラテックスを用意する
こと、４５質量％～７０質量％の量の少なくとも１つの充填剤を用意すること、ラテック
スと少なくとも１つの充填剤を混ぜ合わせること、および組成物を乾燥または硬化し、幅
が１ｍｍ未満の微小亀裂を組成物の表面の上にまたはその表面に形成することを含む、ラ
テックス系組成物を形成する方法。
【請求項２４】
　充填剤が組成物の総質量基準で０．８質量％～２．５質量％の量の少なくとも１つの粘
土充填剤を含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　方法がさらに組成物の総質量基準で０．１質量％～１質量％の量の分散剤を用意するこ
とを含む、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　方法がさらに組成物の総質量基準で少なくとも０．１５質量％の量の界面活性剤を用意
することを含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　ラテックスが、アクリル共重合体、ビニルアクリル樹脂、およびそれらの組み合わせか
らなる群から選ばれた物質を含む、請求項２３～２６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２８】
　ラテックスが０℃～５０℃の範囲のガラス転移温度を有する、請求項２７に記載の方法
。
【請求項２９】
　微小亀裂が乾燥または硬化の際に水を放出するのを助ける、請求項２３～２８のいずれ
か１項に記載の方法。
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【請求項３０】
　ラテックス系組成物を形成するためにラテックスと少なくとも１つの充填剤を混合する
こと、
組成物を基板に塗布すること、および
組成物を硬化すること
を含むダンパーを形成する方法であって、
組成物が、その中にまたはその上に、組成物から水を放出するのを助けるための、幅が１
ｍｍ未満の多くの微小亀裂を形成する、
ダンパーを形成する方法。
【請求項３１】
　ラテックスが、組成物の総質量基準で２０質量％～４０質量％の量で存在し、そして１
００～５００ｎｍの平均粒度を有する、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　少なくとも１つの充填剤が組成物の総質量基準で４５質量％～７０質量％の量で存在す
る、請求項３０または３１に記載の方法。
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【国際調査報告】
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